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効 率 優 先 の 研 究 ・教 育 シ ス テ ム

－ イギリス ・ブリストル大学、フランス・コンピエーニュ大学の研究室より －

魚 江 康 輔

1は じめ に の ところに位 置 してい る。 か つて、 この街 は

中部 大学海 外長 期研 修 として、平成14年 港湾都 市 と して栄 え、 また、以 前か ら重工業

9月 か ら平成15年2月 までイ ギ リス ・ブ リ が発 達 した街 だ が、現在 、金融 、マ ス コ ミ、

ス トル 大学理 学部 化学科 、そ の後 、平成15観 光業 が盛 んで あ りイ ギ リス で も屈指 の経済

年8月 まで の半年 間 、フ ランス ・コンピエー 地域 にな ってい る。 ブ リス トル 大学 は都 市 の

ニュ大学工 学部生 物学科 に在籍す る ことがで 中心 に存在 し、1876年 、イ ギ リス で初 め

きた。 両国 とも、客員研 究員 として学術研 究 て、男性 と同 じ立場 で女性 に対 しての学 習 を

にi携わ り、博 士課 程学 生 と研究生活 を共に し 認 めた最 初 の高等教 育機 関 と して創 立 した。

た。著者 は 、イ ギ リスお よび フランスの両教 現 在6つ の学部 に60も の学科 と15の 研 究

員 よ り博 士課 程 の学生 の方 に歳が近 いためか、 機 関が あ り、 オ ックス フォー ド、 ケ ンブ リッ

研 究 の進 め方 お よび討論 は、博士課程 の学 生 ジ大学 に次 ぐイ ギ リスの名 門大学 に ランキ ン

の指導要領 と同様 か ほぼそれ に近い形 で行 わ グ され てい る。 著者 の研 修先 で ある理 学部 化

れ た。 学 科 は 、研 究 外 部 評 価(HERO:Higher

著者 は、教 育学 にい ささか も精通 してお らEducation&ResearchOpportunitiesin

ず、 また 、大 学の教 育事情 を調査す る事が本UnitedKingdom、 評 価 は下か ら順 に1、2、

研 修の主 旨で ない こ とを先 にお断 りしておか3a、3b、4、5、5*の7段 階)が5*、

な くて はな らない。 その上 で、本研修 を通 し 教育指 導評価(HEFCE:HigherEducation

て得 た経験 、つ ま り、博 士課程 に在籍す る学FundingCouncilforEngland、 評価 は 下か ら

生 の視 点 に立 った研 究の進 め方 、研究指 導の 順 にUnsatisfactory、Satisfactory、

受 け方 を中心 に、博士課程 の教育 システムのExcellentの3段 階)が'Excellent'と 共 に ト

現状 を、イ ギ リス ・ブ リス トル大学お よびフ ップ のス コアー を得 てい る。

ランス ・コン ピエ ー ニュ大学の研究体制 を比 コン ピエー ニ ュは、パ リ北駅 か ら約1時 間 、

較 しなが ら紹介 したい と思 います。 お よそ80kmの 距 離 に あ る人 口約4.5万

人 の フランス では 中規模 の都 市で、優 れ た文

2大 学 紹 介 化遺産 や豊 か な 自然環境 に恵 まれてい る。 フ

ブ リス トル は、人 口約40万 人 、イ ギ リス ランス の大 学 は、全 国に約100校 弱 存在 し、

南西部最大 の都 市 で、イ ギ リスの中では8番 すべ て国立 で ある。 そ の中で コン ピエ ーニ ュ

目に大 きな都 市 で あ る。 ロン ドンのパデ ィン 大学 は、工学 部 しかない 単科大 学で、他 にベ

トン駅か ら西 に約160km、 列車 で2時 間程 ル フォー ・モ ンベ リヤー と トロ ワの計3都 市

一161一



にしかない。これらの工科大学は実用を目指

した研究を中心にその分野では、毎年、フラ

ンスのトップ10に入るほどの実力を有して

いる。コンピエーニュ大学は、大学との連携

強化等を盛り込んだ大学省が管轄する国立科

学研究センター（CNR S：Centre Nationa1

de1aRechercheScientifique；フランス最

大の基礎研究機関、http：／／www．jp．㎝rs．fr／）

に属し、市街地の教養キャンパスから南西に

3kmほど離れた緑の多い落ちついた雰囲気

の中に、著者がお世話になった研究所が存在

している。

3 博士課程まで

 博士課程の研究生活を紹介するためには、

まず、博士課程進学までの標準的なコースの

概略を説明する必要があると思われる。最初

に、イギリスの状況について紹介する。修士

課程までのイギリスの教育事情に関して、前

号（小林孝一，∫ααω吻ルθr6ノ奴〃αo∂打。〃，

2，237（2002））に詳細に記載されているため、

参照していただきたい。ブリストル大学理学

部化学科有機生物化学コースの博士課程の入

試方法は、書類審査と口頭試間だけのようで

ある。入試において、日本と最も異なるとこ

ろは、修士課程を終えエスカレーター式に博

士課程に進学する人はほとんどいないことで

ある。多くの学生は、学士または修士課程修

了後、1年ほど企業に勤めるか、他の大学（多

くは海外の大学）に籍を置き、更なる知識を

得た上で、大学を選択し、厳しい口頭試問に

備えるようである。そのため、博士課程の学

生の前歴は非常に多彩で、修士課程在籍申お

よび修了後、欧米3ヶ国で勉強してきた学生

や、学士の成績が優秀で修士課程を飛び越え

たもの等、バックグランドは多彩であり、ま

た、多国籍でもある。

 フランスの場合、大学入試資格試験（バカ

ロレア）に合格し、その点数と、大学によっ

ては高校の成績を加味することにより、希望

とする大学に入学できるようになっている。

基本的には自分の住んでいる地域の大学に入

学することとされている。博士課程修了までの

コースは、3課程に分かれている。一般教育

課程の2年間が第一課程とされ、ディプロム

（DEUG：Dip16med’6tudesuniversitaires

g6n6ra1es）を修得する。このDEUGで学業を終

えて就職しようとする人はほとんどなく、ほ

ぼ全員が次の学士課程（Licence）に進学する。

第二課程は専門教育課程（2年間）とされ、

専門分野を学習する。1年目で学士（Lic㎝ce）、

2年目で修士（Maitrise）を修得する。つま

り、大学入学後、3年で学士号が取れ、4年

目の1年間が修士課程とされている。この点

では、イギリスと同じである。第三課程は、

博士課程に相当する。フランスが他の国と大

きく異なる点は、最初の1年間が博士準備課

程（DEA：Dip16med’6tudesapProf㎝dies）

が用意され、DEAを修了しないと、博士課

程（3年間）（Doctorat）に進むことは出来な

い。コンピエーニュ大学工学部生物学科の

D EAおよび博士課程の受け入れの審査は、

大学および学科の入試事務局ではなく、直接、

指導教官が、研究業績や研究計画等の資料と

面談により合否が決定する。著者の滞在期間

中、同研究室にD E Aの学生はいなかったが、

他研究室のD E Aの学生は、授業、プレゼン

テーション、実験、論文作成と慌ただしくし

ていたことが印象的であった。

 イギリス・フランス両国の博士課程の学生

にいえることであるが、日本と違い、お互い

にかなり違う経歴を持って在学しているため、
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勉強する意義を深く理解しており、互いに刺

激しあえる関係となっている。

4 研究室にて

 ブリストル大学理学部化学科有機生物化学

コースに半年籍をおいて一番驚いたことは、

研究および教育システムが機能的に効率よく

稼働していることである。このことは、日本

および、その後訪問したフランスと比較する

までもなく、その徹底ぶりには右に出るもの

は無いと思われる。化学科は、校舎を新築し

たと同時に、ここ5年間、重点的に体制の改

革を行った様であり、特に、化学科は、研究

および教育の第三者評価の進んだイギリスの

ひとつの成功した例であろう。

 最初に、イギリスでの教育指導について紹介

する。研究室に在籍する学生は、週1回30

分、指導教員からの個別ミーティングが義務

づけられており、時間割に組み込まれている。

そこでは、実験ノートと測定結果を持ってい

くだけでよく、教員は一週間の成果を、デュ

ープリケイトノート（カーボンコピーが可能

なノート）に記載していく、議論を交わした

後、次の一週間のするべき事項を詳細に記載

する。最後に、ノートのカーボンコピーを頂

いてミーティングが終わる。学生はそれを指

針に、1週間、次の個別ミーティングまで研

究を続ける。教員は、最終的にそのノートが

学生指導の評価資料となる。ミーティング時

間外で、指導教員に質問することは可能であ

るが、教員が不在なことが多いため、学生は

ミーティング内ですべての質問を終わらせる

ようにしている。つまり、極端な場合、教員

の指導時間は週30分だけの場合も多いにあ

り得る。

 また、グループミーティングが毎週2時間、

昼食時間に行われる。内容は各教員の裁量に

任されているが、著者の所属した研究グルー

プは、学生が持ち回りで、最新の論文の紹介、

クイズ形式での真新しい合成方法の理解、研

究内容の発表と、サンドイッチ等を口にしな

がら、対等に教員と議論を共に交わし、知識

の共有・再確認およびプレゼンテーションス

キルの向上を図っている。さらに、有機生物

化学コースの博士課程の学生は、全員、大

講義室でプレゼンテーションを行っている。

各自年1回であるが、全員となると2人すっ

1～2週間ごとの発表会となり、休暇期間を

除きほぼ年中、活発に発表および質疑応答が

繰り返されることになる。小さな会合から大

きな会議まで、社会に出てからもすぐに対処

できる万全の教育体制を整えている。このプ

レゼンテーションはポスドク研究員が運営し

ており、教員は全く参加していない。

 また、さらに、必ず2ヶ月に1度は、他大

学および企業の研究所から講師を2～3名招

き、常に最新の分野の情報を得られるように、

特別講演を行っている。学生にとって、博士

課程は多くのことを短期間で効率よく吸収で

きるシステムが既に出来上がっていた。これ

は、日本の博士課程のように研究だけしてれ

ばいいという風潮は全くない。通常、教育に

重点を置くと、多くの時間が費やされ、教員

の負担になりがちであるが、ブリストル大学

は、各教員の研究に重点が置けるように配慮

されている。これまでに述べた研究室内での

指導以外に、授業のコマ数が、研究室で指導

する学生数に応じて、減る仕組みを採用して

いる。さらに、授業内容（教科書、OH P等

の教材）は予め学科内で決められており、授

業の準備に対して極力時間と労力がかからな

いように徹底している。
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 また、日本でいうティーチングアシスタン

トの権限をさらに拡げ、学部の学生実験レポ

ートの採点および実験ノートの添削は、完全

に博士課程の学生が、アルバイトとして行っ

ている。そこには、予め用意された詳細な採

点基準マニュアルと模範解答が存在し、この

マニュアルに添って例外なく採点、加筆を行

い、得点付けまで行っている。設備の面に関

しても、ブリストル大学理学部化学科は、充

実したサポート体制を築いている。技術職員

の職務内容は明確に細分化されており、その

結果、共通するすべての測定装置のメンテナ

ンス、個別の実験装置、電気機器、コンピュ

ータ、ガラス器具の修理等、各専門の技術職

員が、高度にバックアップしている。また、

学科内に技術職員による購買部があり物品・

薬品の購入および相談を一手に引き受けるた

め、安くかつ迅速な対応が可能になっている。

 コンピエーニュ大学工学部生物学科の著者

が滞在した研究室は、イギリスの研究室と対

照的であった。グループミーティング、定期

的な個別ミーティングはなく、質問があれば、

自主的に指導教員に質疑に行くという体制で

あった。D E Aおよび修士課程の学生は、2

週間に一度のグループミーティングがあり、

主に、プレゼンテーションの練習を行ってい

た。一方、博士課程の学生に対して、研究以

外何もないようである。DEAを修了した人

は、学生としてではなく研究者として指導教

員は接することが一般的である。自分が希望

する研究ができる研究室を探して博士課程に

進学しているため、研究方針について教員が

与えることはまず無く、本人の自主性に委ね

ている。フランスは、欧州の中で一番教育が

厳しいとされ、小学校から進級試験が行われ

ており、一定点数以上をとらないと落第させ

られる。小学校をストレートで卒業できるの

は6割程度だといわれ、おそらく、幼い頃か

らの完全能力主義教育が、博士課程の学生の

独立意識・エリート意識に深く働いているの

ではないだろうか。実際、博士課程の学生は、

机上でよく勉強している。また、討論も大変

好きで、自分の考えの正しさを訴えてくる。

しかし、実際の実験レベルはお粗末で、実験

上必要な技術の伝承が、フランス国民の個人主

義政、他人の意見をあまり聞き入れず、うまく機

能していないよう思えた。フランスでは、国が

1984年より大学評価委員会（C NE：C㎝ite

nationa1 d’evaluation des etab1issements

pub1ics a caractere scientifique，cu1turel

et professio㎜e1）という第三者機関を設け

ている。評価項目を以下に示す。

・学生の配置

・進級状況

・学位取得までの期間

・就職状況

・継続教育の大学の活動状況

・研究活動

・研究の発展・向上策

・財源の配分

・学生一人当たりの支出額

・教員一人当たりの支出額

・設備などに関する近代化と再構成の計画

・大学における学生・教官の生活の質

この大学評価は、「学長および各部局宛の質

問状を作成し、第三者の評定者を招鴨して外

部評価を行う。」となっており、大学の現状や

管理運営に焦点をあてた評価を主眼としてい

る。イギリスにおける教育・研究レベルの質

的向上を目的とした評価（小林孝一，∫α必〃

吻ルθr3ノ印〃〃。∂Cゴ。η，2，237（2002））と本

質的に異なる。コンピエーニュ大学工学部生
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物学科の教員は、研究室をもつ研究重視の教

員と、研究室を持たない教育専門の教員に別

れており、それぞれに重点を置いて、授業の

コマ数を調節し、研究および授業に専念でき

るようにしている。イギリスと対照的に、フ

ランスでは、学部からD E Aまでの教育の充

実を図っているが、博士課程に関しては、両

国の国民性もありどちらが優れているかの判

断は難しい。

5 最後に

 イギリスとフランス、両国の研究室の現状

のうち、著者が興味をもった内容を紹介した。

しかし、共に、学科内に限ったことであり、

普遍性があるとは決していえない。また、著

者の英語が未熟であることから、間違いがあ

るかも知れないことを、ご了承頂きたい。

（講師 工学部 応用化学科）
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